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むつ市議会第２２７回定例会会議録 第１号

平成２８年２月２４日（水曜日）午前１０時００分開会・開議議事日程 第１号

◎固定資産評価審査委員会委員就任挨拶

◎諸般の報告

第１ 会議録署名議員の指名

第２ 会期の決定

第３ 市長施政方針

【議案一括上程、提案理由説明】

第４ 議案第１号 むつ市行政不服審査条例

第５ 議案第２号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例

第６ 議案第３号 むつ市職員の退職管理に関する条例

第７ 議案第４号 地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整

備に関する条例

第８ 議案第５号 むつ市地域基盤安定化基金条例

第９ 議案第６号 むつ市地域福祉計画策定委員会条例

第10 議案第７号 むつ市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例

第11 議案第８号 むつ市特定用途制限地域内における建築物等の用途の制限に関する条例

第12 議案第９号 むつ市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

第13 議案第10号 むつ市特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

第14 議案第11号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例

の整備等に関する条例の一部を改正する条例

第15 議案第12号 むつ市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

第16 議案第13号 むつ市職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例

第17 議案第14号 むつ市税条例の一部を改正する条例

第18 議案第15号 むつ市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

第19 議案第16号 むつ市指定地域密着型サービスの事業及び指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営に関する基準等を定める条例及びむつ市介護老人保健施設条例の一部

を改正する条例

第20 議案第17号 むつ市防災会議条例及びむつ市災害対策本部条例の一部を改正する条例

第21 議案第18号 むつ市過疎地域自立促進計画について

第22 議案第19号 むつ市監査委員に選任する者につき同意を求めることについて

第23 議案第20号 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めることについて

第24 議案第21号 平成27年度むつ市一般会計補正予算

第25 議案第22号 平成27年度むつ市国民健康保険特別会計補正予算
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第26 議案第23号 平成27年度むつ市下水道事業特別会計補正予算

第27 議案第24号 平成27年度むつ市公共用地取得事業特別会計補正予算

第28 議案第25号 平成27年度むつ市魚市場事業特別会計補正予算

第29 議案第26号 平成27年度むつ市水道事業会計補正予算

第30 議案第27号 平成28年度むつ市一般会計予算

第31 議案第28号 平成28年度むつ市国民健康保険特別会計予算

第32 議案第29号 平成28年度むつ市後期高齢者医療特別会計予算

第33 議案第30号 平成28年度むつ市介護保険特別会計予算

第34 議案第31号 平成28年度むつ市下水道事業特別会計予算

第35 議案第32号 平成28年度むつ市公共用地取得事業特別会計予算

第36 議案第33号 平成28年度むつ市魚市場事業特別会計予算

第37 議案第34号 平成28年度むつ市水道事業会計予算

第38 報告第１号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（むつ市税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例）

第39 報告第２号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第40 報告第３号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第41 報告第４号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成27年度むつ市一般会計補正予算）

第42 報告第５号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第43 報告第６号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成27年度むつ市一般会計補正予算）

第44 報告第７号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成27年度むつ市一般会計補正予算）

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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出席議員（２５人）

１番 原 田 敏 匡 ２番 山 本 留 義

３番 佐 々 木 隆 徳 ４番 工 藤 祥 子

５番 横 垣 成 年 ６番 目 時 睦 男

７番 川 下 八 十 美 ８番 石 田 勝 弘

９番 菊 池 広 志 １０番 東 健 而

１１番 菊 池 光 弘 １２番 岡 崎 健 吾

１３番 鎌 田 ち よ 子 １４番 佐 賀 英 生

１６番 半 田 義 秋 １７番 富 岡 修

１８番 斉 藤 孝 昭 １９番 冨 岡 幸 夫

２０番 村 中 徹 也 ２１番 白 井 二 郎

２２番 中 村 正 志 ２３番 野 呂 泰 喜

２４番 濵 田 栄 子 ２５番 佐 々 木 肇

２６番 浅 利 竹 二 郎

欠席議員（１人）

１５番 大 瀧 次 男

説明のため出席した者

市 長 宮 下 宗 一 郎 副 市 長 新 谷 加 水

教 育
委 員 会 髙 瀨 厚 太 郎 教 育 長 遠 島 進
委 員 長

公 営 企 業 代 表遠 藤 雪 夫 阿 部 昇管 理 者 監 査 委 員

選 挙 管 理 農 業
委 員 会 畑 中 政 勝 委 員 会 立 花 順 一
委 員 長 会 長

総 務 政 策総 括 監 花 山 俊 春 川 西 伸 二部 長

財 務 部 長 石 野 了 民 生 部 長 柳 谷 孝 志

保 健 福 祉 畑 中 秀 樹 経 済 部 長 髙 橋 聖部 長

川 内 庁 舎
所 長建 設 部 長 吉 田 正 松 本 大 志川 内 庁 舎
管 理 課 長

脇 野 沢大 畑 庁 舎 庁 舎 所 長所 長 坂 井 隆 脇 野 沢 白 尾 芳 春大 畑 庁 舎 庁 舎管 理 課 長 管 理 課 長
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会 計
管 理 者 選 挙 管 理総 務 鹿 内 徹 委 員 会 杉 山 重 行政 策 部 事 務 局 長理 事
出 納 室 長

監 査 委 員
事 務 局 長 農 業
監 査 委 員 竹 山 清 信 委 員 会 工 藤 初 男
事 務 局 事 務 局 長
次 長

公 営 企 業
局 長教 育 部 長 古 川 俊 子 川 森 浩 史下 水 道
部 長

総 務
政 策 部 総 務
政 策 政 策 部光 野 義 厚 野 藤 賀 範推 進 監 副 理 事
企 画 調 整 総 務 課 長
課 長

総 務財 務 部 政 策 部政 策 氏 家 剛 中 村 智 郎総 務 課推 進 監 総 括 主 幹

総 務
財 務 部 政 策 部吉 田 真 栗 橋 恒 平財 務 課 長 総 務 課

主 任 主 査

事務局職員出席者

事 務 局 長 栁 田 諭 次 長 濱 田 賢 一

総 括 主 幹 佐 藤 孝 悦 主 幹 小 林 睦 子

主 任 主 査 村 口 一 也 主 事 山 本 翼
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◎開会及び開議の宣告

午前１０時００分 開会・開議

〇議長（浅利竹二郎） ただいまからむつ市議会第

227回定例会を開会いたします。

ただいまの出席議員は25人で定足数に達してお

ります。

これから本日の会議を開きます。

◎固定資産評価審査委員会委員就任

挨拶

〇議長（浅利竹二郎） 議事に入る前に就任の挨拶

を行います。

さきの定例会においてむつ市固定資産評価審査

委員会委員に選任されました川向常寛氏及び鴨澤

信幸氏から就任のご挨拶をお願いいたします。

まず、川向常寛氏、お願いいたします。

（川向常寛固定資産評価審査委員

会委員登壇）

〇固定資産評価審査委員会委員（川向常寛） おは

ようございます。むつ市議会第226回定例会にお

きまして議員の皆様方のご同意をいただき、むつ

市固定資産評価審査委員会の委員に就任いたしま

した川向と申します。就任に当たり、一言ご挨拶

を申し上げます。

このたびは、むつ市固定資産評価審査委員会の

委員として固定資産の評価額につきまして、納税

者の方々からの不服の申し立てを受け、これを審

査するという極めて重要な職務を担うこととなり

ました。したがいまして、申し立てを受け審査す

る際には、法令に照らし、公平で公正な審理を心

がけ、誠心誠意をもって、この重責を全うする所

存であります。

議員の皆様方の一層のご指導、ご鞭撻をお願い

申し上げまして、簡単ではございますが、就任の

挨拶とさせていただきます。

〇議長（浅利竹二郎） 次に、鴨澤信幸氏、お願い

いたします。

（鴨澤信幸固定資産評価審査委員

会委員登壇）

〇固定資産評価審査委員会委員（鴨澤信幸） おは

ようございます。むつ市議会第226回定例会にお

きまして議員の皆様のご同意をいただき、むつ市

固定資産評価審査委員会の委員に就任いたしまし

た鴨澤と申します。就任に当たりまして、ご挨拶

を申し上げます。

このたび就任いたしましたむつ市固定資産評価

審査委員会の委員は、土地及び家屋の評価に係る

不服の申し立ての審査という重い責務を担うもの

であると自覚しております。また、昨今納税者の

方々の税に対する関心の高まりを受け、本委員の

責任は今までにも増して重いものになりつつあり

ます。

審査におきましては、法令を遵守し、公平で公

正な審理を心がけ、職務に最善の努力を傾注する

所存でありますので、議員の皆様のご指導、ご鞭

、 、撻をお願い申し上げ 甚だ簡単ではございますが

就任の挨拶とさせていただきます。ありがとうご

ざいました。

〇議長（浅利竹二郎） これで就任の挨拶を終わり

ます。

◎諸般の報告

〇議長（浅利竹二郎） 次は、諸般の報告を行いま

す。

まず初めに、地方自治法第121条第１項に基づ

く今定例会への説明員の出席者については、お手

元に配布の名簿のとおりであります。

次に、監査委員から、地方自治法第235条の２
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第３項の規定に基づく例月出納検査の結果報告が

ありました。なお、関係書類は事務局に保管して

ありますので、ご閲覧願います。

次に、本日市長から、公害対策に関する経過報

告、放射性廃棄物保管施設における安全対策に関

する経過報告、交通問題対策に関する経過報告及

び工事請負契約に係る入札結果資料が提出されま

したので、お手元に配布しております。

次に、全国市議会議長会等の会議結果につきま

しては、お手元に配布の報告書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

次に、去る２月16日に開催された平成27年度青

森県市議会議長会第３回定期総会において、むつ

市議会から提出しております下北半島縦貫道路の

整備促進については、道路交通環境の整備促進に

ついてとして、来る４月21日、いわき市で開催さ

れる第68回東北市議会議長会定期総会提出議案と

して決定されましたので、ご報告いたします。

次に、２月15日から17日まで実施しました国へ

の要望活動に参加した議員10名については、会議

規則第167条第１項ただし書きの規定により、議

長が参加議員の派遣を決定しておりますので、ご

了承願います。

なお、要望先の東北地方整備局及び国土交通省

に対しては、下北半島縦貫道路の整備促進につい

て、東北防衛局及び防衛省に対しては海上自衛隊

大湊基地港内等の浚渫及び艦艇配備について、青

森県選出衆参国会議員に対しては、これら２項目

を要望しておりますので、ご報告いたします。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（浅利竹二郎） 本日の会議は議事日程第１

号により議事を進めます。

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

〇議長（浅利竹二郎） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第89条の規定によ

り、４番工藤祥子議員及び24番濵田栄子議員を指

名いたします。

◎日程第２ 会期の決定

〇議長（浅利竹二郎） 次は、日程第２ 会期の決

定を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日か

ら３月18日までの24日間としたいと思います。こ

れにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（浅利竹二郎） ご異議なしと認めます。よ

って、会期は本日から３月18日までの24日間と決

定いたしました。

◎日程第３ 市長施政方針

〇議長（浅利竹二郎） 次は、日程第３ 市長施政

方針を行います。

市長から施政方針の説明を求めます。市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） おはようございます。

初めに

「むつ市には何もない」そのような声を、私は

むつ市内で様々な講演をさせていただく中で、多

くの市民の方々から聞いて、そして２年が経過し

ようとしています。果たして本当にそうなのか。

むつ市議会第227回定例会の開会に当たり、平

成28年度の市政運営に臨み所信の一端を申し述

べ、議員各位並びに市民の皆様のご理解とご協力

をお願い申し上げる次第であります。

時代認識

今、グローバル化の波は、むつ市のすぐそばに
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まで押し寄せ、その大海原に向かった航海を静か

に求めてきています。

世界市場を視野に入れた成長戦略を有する民間

企業のように、我々むつ市役所が先頭に立って視

野を広げ、諸課題への解決方法を具体的な政策と

して実現し、結果を出す稼げる地域に変革してい

く必要があります。

グローバルな視点で市場のニーズや変化を先取

、 、 。りし それに向かって日々挑戦し 行動すること

まさに絶え間ない改革だけがむつ市の未来を切り

開くという思いを強くしております。

むつ市の現状

一方で、むつ市の現状について申し上げれば、

財政の運営については自治体としての存立が危ぶ

まれる非常事態が続いています。

昨年８月にお示ししたむつ市財政中期見通しで

は、平成27年度予算額を前提とすれば、平成32年

度の累積赤字が20億円を超える見込みとなってい

ます。

私は、財政運営を考えるときにいつも思うこと

があります。それは、30代で市長という職責を担

わせていただいていることについてです。50年先

を見据えるということ、まさに私はこれを自分が

生きていく時間軸として自覚しています。

すなわち、後世代、子どもや孫の世代に負担の

積み残しは絶対にしない。自らの責任として財政

構造改革を実行しなければならないということで

あります。

来年度も、私自身も含めた特別職給与、管理職

手当に加えて一般職員給与の減額措置など自らが

身を切る不退転の決意で、歳入については、国や

青森県をはじめとする関係団体との連携を深め、

歳出については、市民の皆様の負担を最小限に抑

えつつ徹底した歳出削減に取り組むことで、むつ

市の未来に希望のあかりを見いだしてまいりたい

と考えています。

予算編成方針

続きまして、予算編成方針について、収支の見

通しをご説明申し上げます。

まず、歳入については、その約３割を占める普

通交付税が、市町村合併の特例加算が段階的に減

少されるのに加え、国勢調査に基づく人口の減少

により、更なる減額の可能性があり、歳出につい

ては、大畑診療所が抱える不良債務の解消や、む

つ総合病院に対する債務負担行為の履行、国民健

康保険特別会計が抱える累積赤字の解消など、今

後も多額の一般財源の投入が不可欠となっていま

す。

こうした厳しい状況を踏まえ、平成28年度の予

算編成におきましては、財政の健全化を最重点事

項とし、事業の抜本的な見直しも含めた徹底した

緊縮財政を基本としました。

一方で、将来にわたって持続可能な財政運営と

まちづくりを両立し推進するため、合併特例債制

、 、度を活用し 新たに地域基盤安定化基金を創設し

将来、限られた財源の中においても、計画的にむ

つ市の成長の実現を目指すこととしました。

この結果、平成28年度一般会計予算の総額は同

、 、基金を除き319億1,400万円となり 前年度に比べ

1.4％の減、同基金を加えると329億1,400万円と

なり、前年度に比べ、率にして1.7％の増となっ

たところであります。

主要施策

このような現状においても、むつ市の成長を促

し、希望を見いだすべく５つの重点施策について

とりまとめました。

［元気の向上］

１点目は、むつ市の元気の向上に繋がる施策に

ついてでありますが、中心市街地に活力とにぎわ

いを取り戻すため まちゼミ を中心とした 新、「 」 「

・３種の神器商店街活性化事業」として支援する

ほか、新たなビジネス及び雇用機会の創出を図る
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ため支援機関と連携したワンストップの創業支援

に取り組む「起業家ワンストップ支援事業」を実

施するなど、地域経済活性化のための施策を展開

してまいります。

［暮らしの向上］

２点目は、むつ市の暮らしの向上に繋がる施策

についてでありますが、新たに地域や職場等で健

康づくりに取り組むための「健康リーダー育成事

業」を推進するほか、切れ目のない子育て支援を

実現するため、その拠点施設であるキッズパーク

の充実、及び子どもの安全確保のための「通学路

見守り事業」の推進、さらには高齢者の方々がい

きいきして安心して暮らせるよう「認知症高齢者

等見守り事業」を実施するなど、子供からお年寄

りまで安心して暮らせる施策を展開してまいりま

す。

［教育の向上］

３点目は、むつ市の教育の向上に繋がる施策に

ついてでありますが、市民の皆様の生涯にわたる

スポーツ・レクリエーション活動の充実を図るた

め 「新体育館整備事業」として総合アリーナの、

建設を進めるほか、学力向上等を目的とする小中

一貫教育推進のため関根小学校に併設した関根中

学校校舎の建設や、弘前大学及び青森中央学院大

学と連携した、むつサテライトキャンパスにおい

て、専門講座の開設や学生の滞在型学習及び地域

資源を活用した産業振興施策を行うなど、生涯に

わたる教育の充実を図るための施策を展開してま

いります。

［安全の向上］

４点目は、むつ市の安全の向上に繋がる施策に

ついてでありますが、災害発生時における大湊地

区の防災拠点とするための新大湊消防署の建設を

進め、併せて消防機能の充実強化を図るほか、小

中学校通学路の安全確保等のための 「街路灯Ｌ、

ＥＤ化事業」として街路灯の増設事業を実施する

など、安全で安心して暮らせる毎日を実現するた

めの施策を展開してまいります。

［魅力の向上］

５点目は、魅力の向上に繋がる施策についてで

ありますが、平成28年度の日本ジオパークネット

ワークへの加盟を目指し、住民主体のジオパーク

推進体制の構築を推進するほか、むつ市のイメー

ジアップとブランド化、地域の魅力創造のための

売り込みなどを戦略的かつ効率的に推進するた

め 「むつ市のうまいは日本一！」推進プロジェ、

クト事業について、首都圏のみならず他の大都市

圏も視野に入れ、農家や漁師の皆様の笑顔にもつ

ながるシティプロモーション活動を行うなど、交

流人口と滞在人口の拡大、そして稼げる自治体へ

の脱却を図るための施策を展開してまいります。

結びに

私は 「ない 「できない」ものから改革をは、 」

じめ 「ある 「できる」に変えていくチャレン、 」

ジも自分の仕事であると考えています。

かつてほどのにぎわいの「ない」商店街に活力

を取り戻し、健康で長生き「できない」という課

題にはみんなで無理のない取り組みを、取り壊さ

「 」 、れて今は ない 体育館に代えて総合アリーナを

過大費用により「できない」とされていた街路灯

の増設をＬＥＤ化エスコ事業として、そして「何

もない」ともいわれるむつ市をジオパークの力、

さらに徹底的なシティプロモーション戦略で景勝

地、特産品を磨き上げ、むつ市といえば誰もが知

るように仕上げていくことに挑戦していきたいと

考えています。

昨年は、大学の「ない」むつ市に、むつサテラ

イトキャンパスをオープンさせました。少子化の

中、実際に大学を誘致するということは難しい。

それでも今年からは、むつ市のまち全体がキャン

パスとなり、今までいなかった大学生がむつ市で

勉学に励み、地域の活気につながることが期待さ
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れます。何もなかったところからは大きな前進で

す。

そして 「ない」ものを「ある」に変えていく、

その先に何があるのか。戦略は常にグローバルマ

ーケットを視野に入れることが肝要であると考え

ています。

昨年は地方創生がテーマでした。それぞれの地

域にある当たり前の日常を売り物に変えていくチ

ャレンジが求められたと言い換えてもいいかもし

れません。見てみたい、食べてみたい、訪ねてみ

たいと多くの人が思うもの、そして聞いてみたい

と思うストーリーについて日本だけをターゲット

にするのではなく、世界を意識して構築していく

実践が求められています。

これまで述べた主要施策に加えて、むつ市役所

にシティプロモーションの専属の課を創設し、産

学官金連携した体制で、むつ市を本格的に世界に

向けて発信する体制をつくっていく所存でありま

す。

しかしながら、これら政策の実行にあたっては

常に財源の不足という問題が顕在化します。財源

の獲得に向けた様々な工夫も行動も全力で行って

おります。昨年は、まち・ひと・しごと創生総合

戦略を策定し、下北圏域定住自立圏を実現し、国

の関係省庁や青森県と数限りない交渉をしてまい

りました。それでも苦しい。ですが、このような

苦しい時だからこそ 「米百俵の精神」も必要で、

あろうと私は思います。

明治の初期、厳しい貧困にあった長岡藩に救援

のため百俵の米が贈られました。この米を食べて

、 、しまえば直ぐに無くなるところ 当時の指導者は

この百俵を将来の人づくりのための学校設立資金

に使い、後に多くの優秀な人材を輩出し藩政の再

興を図ることに成功しました。目先の利益にとら

われることなく将来を見据える「米百俵の精神」

が、これからのむつ市にも必要であろうと感じて

います。

。 、子どもたちこそむつ市の未来を切り開く 現在

むつ市教育大綱の策定を進めております。私は、

平成28年度をむつ市の「教育再生元年」と位置づ

け、むつ市教育大綱の策定を嚆矢として、特に子

どもたちの教育について改革してまいりたいと考

えています。

「ない」を「ある」に変え、世界に開かれたむ

つ市へのチャレンジは容易ではありません。短期

的には諸課題への対応、中長期的には人材育成。

すぐには解決できない問題も多く、全ての施策は

議員の皆様及び市民の皆様のご協力なくして達成

できません。

「むつ市には何もない 、もしそうならば創り」

出せばいい。埋もれているものは掘り出して磨き

上げればいい。少なくとも我々の地域にはそのポ

テンシャルはある。

そうであるが故に、私はチャレンジする意義が

あると考えています。

議員の皆様及び市民の皆様には、なお一層のご

支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げ、私

の所信の一端とさせていただきます。

〇議長（浅利竹二郎） これで、施政方針の説明を

終わります。

◎日程第４～日程第44 議案一括上程、

提案理由説明

〇議長（浅利竹二郎） 次は、日程第４ 議案第１

号 むつ市行政不服審査条例から日程第44 報告

第７号 専決処分した事項の報告及び承認を求め

ることについてまでの41件を一括議題といたしま

す。

市長から提案理由の説明を求めます。市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長 宮下宗一郎 ただいま上程されました34議（ ）
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案７報告について、提案理由及び内容の概要をご

説明申し上げ、ご審議の参考に供したいと存じま

す。

それでは、新年度予算の議案からご説明いたし

ます。

初めに、議案第27号 平成28年度むつ市一般会

計予算についてであります。

予算総額は、歳入歳出とも329億1,400万円とな

ります。

これを前年度当初予算と比較しますと、金額で

は５億4,200万円、伸び率では1.7％の増となって

おります。

予算総額が増額となりました主な要因は、歳出

では、むつ下北地域情報ネットワーク整備事業債

に係る公債費で約４億4,500万円が減となったも

のの、合併特例債を主な原資とする地域基盤安定

化基金への積立金で10億円が増となったこと等に

よるものであります。

一方、歳入では、県支出金に係る電源立地地域

対策交付金で約３億6,000万円、地方交付税で２

億6,000万円及び市税で約１億4,200万円の減とな

ったものの、市債で８億2,400万円並びに国及び

県支出金に係る保育所運営費負担金で約２億

7,700万円の増となったことによるものでありま

す。

予算編成に当たりましては、財政健全化への道

筋をつけるため 「むつ市財政中期見通し」の緊、

急健全化対策を最重点事項に据え、歳入規模に見

合った財政規模への転換を図り、時代に即した真

に必要な事務事業を見きわめながら効果的で効率

的な行政運営及び強固な財政基盤の確立を目指す

とともに 「むつ市成長戦略2016希望のまち実現、

に向けた５つの重点施策」を掲げ、限られた財源

、「 」「 」「 」「 」「 」の中で 元気 暮らし 教育 安全 魅力

の向上につながる施策を積極的に展開することと

し、将来にわたるむつ市成長の礎を築いていく確

固たる決意を持って取り組んだところでありま

す。

次に、議案第28号 平成28年度むつ市国民健康

保険特別会計予算についてでありますが、予算総

、 。額は 歳入歳出とも78億264万5,000円となります

これを前年度当初予算と比較しますと、金額で

は３億6,993万4,000円、伸び率では4.5％の減と

なります。

歳出の主なものは、一般被保険者療養給付費、

一般被保険者高額療養費、後期高齢者支援金等、

介護納付金及び共同事業拠出金であり、歳入の主

なものは、国民健康保険税、国庫支出金、前期高

齢者交付金及び共同事業交付金となっておりま

す。

次に、議案第29号 平成28年度むつ市後期高齢

者医療特別会計予算についてでありますが、予算

総額は、歳入歳出とも４億7,872万3,000円となり

ます。

これを前年度当初予算と比較しますと、金額で

は2,264万3,000円、伸び率では4.5％の減となり

ます。

歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合へ

の納付金であり、歳入の主なものは、後期高齢者

医療保険料及び保険基盤安定負担金繰入金となっ

ております。

次に、議案第30号 平成28年度むつ市介護保険

、 、特別会計予算についてでありますが 予算総額は

歳入歳出とも61億2,898万9,000円となります。

これを前年度当初予算と比較しますと、金額で

は１億4,957万6,000円、伸び率では2.5％の増と

なります。

歳出の主なものは、介護サービス等に要する経

費であり、歳入の主なものは、介護保険料、国庫

支出金、支払基金交付金、県支出金及び一般会計

繰入金となっております。

次に、議案第31号 平成28年度むつ市下水道事
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業特別会計予算についてでありますが、予算総額

、 。は 歳入歳出とも14億2,516万9,000円となります

これを前年度当初予算と比較しますと、金額で

は１億3,597万4,000円、伸び率では8.7％の減と

なります。

、 、 、歳出の主なものは 一般管理費 処理場管理費

下水道整備費及び公債費であり、歳入の主なもの

は、下水道事業受益者負担金、下水道使用料、国

庫支出金、一般会計繰入金及び市債となっており

ます。

次に、議案第32号 平成28年度むつ市公共用地

取得事業特別会計予算についてでありますが、予

、 。算総額は 歳入歳出とも198万9,000円となります

これを前年度当初予算と比較しますと、金額で

は２億966万6,000円、伸び率では99.1％の減とな

ります。

歳入歳出の主なものについて、歳出には市債に

係る利子償還金を、歳入には一般会計繰入金を計

上しております。

次に、議案第33号 平成28年度むつ市魚市場事

業特別会計予算についてでありますが、予算総額

、 。は 歳入歳出とも７億6,224万4,000円となります

これを前年度当初予算と比較しますと、金額で

は４億5,983万1,000円、伸び率では152.1％の増

となります。

歳出の主なものは、魚市場施設の維持管理費及

び新魚市場の整備に要する経費であり、歳入の主

、 。なものは 国庫支出金及び市債となっております

次に、議案第34号 平成28年度むつ市水道事業

会計予算についてご説明いたします。

まず、収益的収入及び支出についてであります

が、支出には水道施設の維持管理費等で16億

2,262万円を、収入には水道料金等で17億6,894万

2,000円を計上しております。

次に、資本的収入及び支出についてであります

が、支出には建設改良費及び企業債の元金償還金

で22億7,974万2,000円を、収入には企業債等で

17億479万円を計上しております。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不

足する額５億7,495万2,000円は、過年度分損益勘

定留保資金等で補填するものとしております。

次に、新年度予算以外の議案及び報告について

ご説明いたします。

まず、議案第１号 むつ市行政不服審査条例及

び議案第２号 行政不服審査法の施行に伴う関係

条例の整備に関する条例についてでありますが、

これら２議案は、行政不服審査法の改正に伴い、

同法の規定に基づく不服審査に関し必要な事項を

定めるためのものであります。

次に、議案第３号 むつ市職員の退職管理に関

する条例についてでありますが、本案は、地方公

務員法の一部改正に伴い、職員の退職管理に関し

必要な事項を定めるためのものであります。

次に、議案第４号 地方公務員法及び地方独立

行政法人法の一部を改正する法律の施行に伴う関

係条例の整備に関する条例についてであります

が、本案は、地方公務員法の一部改正に伴い、職

員の分限、給与等に係る関係条例を整備するため

のものであります。

次に、議案第５号 むつ市地域基盤安定化基金

条例についてでありますが、本案は、合併特例債

を主な財源として、地域の振興に資する事業に活

用するため、基金を創設するものであります。

次に、議案第６号 むつ市地域福祉計画策定委

員会条例についてでありますが、本案は、市の地

域福祉計画の策定に当たり、市民参画を図りつつ

専門性及び多角的な視点を確保し、複雑で多様化

する地域の福祉課題を審議するため、附属機関を

設置するものであります。

次に、議案第７号 むつ市消費生活センターの

組織及び運営等に関する条例についてであります

が、本案は、消費者安全法の改正に伴い、消費生
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活センターに関する組織及び運営等について、必

要な事項を定めるためのものであります。

次に、議案第８号 むつ市特定用途制限地域内

における建築物等の用途の制限に関する条例につ

いてでありますが、本案は、むつ都市計画特定用

途制限地域内における建築物等の用途の制限に関

し必要な事項を定めるためのものであります。

次に、議案第９号 むつ市職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例についてであります

が、本案は、青森県人事委員会の県職員の給与に

関する勧告に鑑み、市職員の給料月額等を改定す

るためのものであります。

次に、議案第10号 むつ市特別職職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例、議案第11号

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部

を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に

関する条例の一部を改正する条例及び議案第12号

むつ市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例についてであります

が、これら３議案は、特別職職員等の期末手当の

支給割合を改定するためのものであります。

次に、議案第13号 むつ市職員の給与の特例に

関する条例の一部を改正する条例についてであり

ますが、本案は、平成28年４月１日から平成29年

３月31日までの間において、市職員の給料月額を

減額するためのものであります。

次に、議案第14号 むつ市税条例の一部を改正

する条例についてでありますが、本案は、地方税

法の一部改正に伴い、市税の徴収及び換価の猶予

並びに減免申請について、所要の改正をするため

のものであります。

次に、議案第15号 むつ市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例についてでありますが、本

案は、むつ市国民健康保険特別会計の収支均衡を

図るため、税率を改正するものであります。

次に、議案第16号 むつ市指定地域密着型サー

ビスの事業及び指定地域密着型介護予防サービス

の事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定

める条例及びむつ市介護老人保健施設条例の一部

を改正する条例についてでありますが、本案は、

地域における医療及び介護の総合的な確保を推進

するための関係法律の整備等に関する法律による

介護保険法の一部改正に伴い、所要の条文整理を

するためのものであります。

次に、議案第17号 むつ市防災会議条例及びむ

つ市災害対策本部条例の一部を改正する条例につ

いてでありますが、本案は、災害対策基本法の改

正に伴い、むつ市防災会議の所掌事務等を見直す

ほか、所要の条文整理をするためのものでありま

す。

次に、議案第18号 むつ市過疎地域自立促進計

画についてでありますが、本案は、過疎地域自立

促進特別措置法の有効期限の延長に伴い、平成

28年度から平成32年度までを計画期間とするむつ

市過疎地域自立促進計画を定めるためのものであ

ります。

次に、議案第19号 むつ市監査委員に選任する

者につき同意を求めることについてであります

が、本案は、議員のうちから選任する監査委員に

佐々木隆徳氏を選任いたしたく、提案するもので

あります。

次に、議案第20号 人権擁護委員の候補者に推

薦する者につき意見を求めることについてであり

ますが、本案は、本年６月30日をもって任期が満

了となります畑中錬逸氏を推薦するため、提案す

るものであります。

次に、議案第21号 平成27年度むつ市一般会計

補正予算についてでありますが、本案で提案いた

します補正予算は、２億6,270万8,000円の減額補

正で、これにより補正後の歳入歳出予算総額は、

338億9,234万円となります。

歳出の主なものは、総務管理費の財政調整基金
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費及び地域振興基金費の増額並びに都市計画費の

下水道事業特別会計繰出金及び横迎町中央２号線

整備事業費の減額のほか、各款にわたる人件費の

増減調整であり、歳入の主なものは、事業との関

連による国・県支出金及び市債の増減調整であり

ます。

、 、また 固定資産評価替え事業の継続費を変更し

及び道の駅整備基本構想策定事業の継続費を廃止

しておりますほか、年度内に事業の完了が見込め

ないことから情報ネットワーク強化対策事業外２

事業について繰越明許費を追加しております。

次に、議案第22号 平成27年度むつ市国民健康

保険特別会計補正予算についてでありますが、本

案で提案いたします補正予算は、8,273万1,000円

の増額補正で、これにより補正後の歳入歳出予算

総額は、89億111万6,000円となります。

これは国民健康保険調整交付金の算定方法の改

正に伴い、歳出では直営診療施設勘定繰出金を、

歳入では特別調整交付金をそれぞれ増額したこと

によるものです。

次に、議案第23号 平成27年度むつ市下水道事

業特別会計補正予算についてでありますが、本案

は、決算見込みにより2,257万2,000円を減額補正

するもので、これにより補正後の歳入歳出予算総

額は、15億1,035万1,000円となります。

また、一部の工事については、年度内の完了が

見込めないことから繰越明許費を設定しておりま

す。

次に、議案第24号 平成27年度むつ市公共用地

取得事業特別会計補正予算についてであります

が、本案は、道の駅整備事業に係る一部の用地取

得について、次年度の取得となったことから繰越

明許費を設定するものであります。

次に、議案第25号 平成27年度むつ市魚市場事

業特別会計補正予算についてでありますが、本案

は、新魚市場の整備に要する経費について増額補

正するもので、これにより補正後の歳入歳出予算

総額は、３億268万1,000円となります。

、 、また 大畑町魚市場建設第１期工事については

年度内の完了が見込めないことから繰越明許費を

設定しております。

次に、議案第26号 平成27年度むつ市水道事業

会計補正予算についてでありますが、本案は、決

算見込みにより補正するもので、収益的収入及び

支出において、支出では1,095万4,000円を、収入

では4,328万4,000円をそれぞれ減額しております

ほか、資本的収入及び支出において、支出では

6,145万8,000円を、収入では6,289万4,000円をそ

れぞれ減額しております。

次に、報告第１号 むつ市税条例等の一部を改

正する条例の一部を改正する条例についてであり

ますが、これは、行政手続における特定の個人を

識別するための番号の利用等に関する法律の施行

に伴い、所要の改正をしたものであります。

次に、報告第２号、報告第３号及び報告第５号

についてでありますが、これらは、昨年10月19日

にむつ市新町地内の市道において発生した自動車

損傷事故、11月24日にむつ市大字関根字出戸川目

地内の市道において発生した自動車損傷事故及び

12月28日にむつ市川内町・木地内の市道において

発生した自動車事故に係る和解及び損害賠償の額

を定めることについて、議会の委任をいただいて

おりますところにより、それぞれ専決処分したも

のであります。

次に、報告第４号、報告第６号及び報告第７号

についてでありますが、これらは、平成27年度む

つ市一般会計補正予算で、道路等の除排雪に多額

の経費を要したことから除排雪委託料を増額して

おりますほか、年金生活者等支援臨時福祉給付金

給付事業に係る関係予算を専決処分したものであ

ります。

また、年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事
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業については、年度内の完了が見込めないことか

ら繰越明許費を設定しております。

以上をもちまして、上程されました34議案７報

告について、その大要を申し上げましたが、細部

につきましては、議事の進行に伴いまして、ご質

問により詳細ご説明申し上げます。

何とぞ慎重ご審議のうえ、原案どおり御議決、

ご同意及びご承認賜りますようお願い申し上げる

次第であります。

〇議長（浅利竹二郎） これで提案理由の説明を終

わります。

◎散会の宣告

〇議長（浅利竹二郎） 以上で、本日の日程は全部

終わりました。

お諮りいたします。２月25日及び26日と２月

29日から３月３日までは議案熟考のため休会した

いと思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（浅利竹二郎） ご異議なしと認めます。よ

って、２月25日及び26日と２月29日から３月３日

までは議案熟考のため休会することに決定いたし

ました。

、 、なお ２月27日及び28日は休日のため休会とし

３月４日は一般質問を行います。

本日はこれで散会いたします。

午前１０時４２分 散会
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